
　

ア
ジ
研
で
ウ
ガ
ン
ダ
研
究
を
始
め
て

し
ば
ら
く
は
カ
ン
パ
ラ
の
家
具
工
房
と

木
工
職
人
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
た
。

木
工
技
術
を
職
人
ら
が
ど
う
習
得
し
た

の
か
と
思
い
現
地
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

ア
ミ
ン
独
裁
期
に
イ
ン
ド
系
人
が
国
外

追
放
さ
れ
る
迄
は
、
カ
ン
パ
ラ
に
イ
ン

ド
系
の
家
具
工
房
が
点
在
し
て
い
た
と

の
こ
と
。
そ
こ
で
技
術
習
得
し
、
ま
た

技
術
者
が
国
外
退
去
し
た
主
無
き
工
房

を
受
け
継
い
だ
の
だ
と
い
う
。

　

そ
こ
で
ウ
ガ
ン
ダ
の
イ
ン
ド
系
木
工

職
人
が
い
つ
頃
ど
こ
か
ら
来
て
、
カ
ン

パ
ラ
の
ど
の
場
所
に
立
地
し
て
、
何
を

製
造
し
た
の
か
、
ま
た
国
外
退
去
し
た

後
、再
度
ウ
ガ
ン
ダ
に
戻
っ
た
の
か
等
、

イ
ン
ド
系
技
術
者
の
軌
跡
を
追
う
べ
く

植
民
地
期
以
降
の
商
工
会
資
料
や
商
工

名
鑑
の
類
の
史
料
収
集
を
試
み
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
ウ
ガ
ン
ダ
研
究
者
が
先

ず
向
か
う
の
は
マ
ケ
レ
レ
大
学
図
書
館

で
あ
ろ
う
。
マ
ケ
レ
レ
大
学
（
学
生
数

約
四
万
人
）
に
は
四
三
万
の
蔵
書
を
持

つ
大
学
図
書
館
が
あ
る
。
こ
こ
は
国
立

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
を
兼
ね
て
お

り
国
内
の
出
版
物
、
新
聞
は
全
て
保
存

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
大
学
図

書
館
に
隣
接
し
て
東
ア
フ
リ
カ
図
書
館

情
報
大
学
校
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
内
に
は
海
外
の
ウ
ガ
ン
ダ
研
究

者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
マ
ケ

レ
レ
大
学
社
会
調
査
研
究
所
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｒ
）
が
あ
り
、
そ
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
図
書
室

に
も
史
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｒ
は
一
九
四
八
年
に
英
国
植
民
地

社
会
科
学
研
究
評
議
会
に
よ
っ
て
植
民

地
に
設
立
さ
れ
た
三
研
究
機
関
の
ひ
と

つ
で
、
現
在
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ア
フ

リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
マ
ー
ム
ド
・

マ
ム
ダ
ニ
教
授
が
所
長
を
兼
任
し
て
い

る
。
こ
の
マ
ム
ダ
ニ
教
授
も
ア
ミ
ン
独

裁
期
に
国
外
に
出
た
ウ
ガ
ン
ダ
生
ま
れ

の
イ
ン
ド
系
人
で
あ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
図

書
室
に
は
、
関
連
図
書
約
一
万
冊
の
他

に
、
地
方
分
権
化
資
料
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
に
お

い
て
早
期
か
ら
地
方
分
権
化
を
進
め
て

き
た
ウ
ガ
ン
ダ
の
知
見
が
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

マ
ケ
レ
レ
大
学
以
外
で
、
イ
ン
ド
系

人
の
史
資
料
探
し
に
利
用
し
た
の
は
ウ

ガ
ン
ダ
協
会
図
書
館
と
ウ
ガ
ン
ダ
基
礎

研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
室
（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
）
で

あ
っ
た
。
ウ
ガ
ン
ダ
協
会
と
は
一
九
二

三
年
に
植
民
地
官
僚
や
ウ
ガ
ン
ダ
研
究

者
な
ど
有
志
で
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、

一
九
三
三
年
よ
り
調
査
研
究
誌
『
ウ
ガ

ン
ダ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』を
刊
行
し
て
い
る
。

一
九
六
三
年
に
は
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
支

援
で
協
会
図
書
館
を
ウ
ガ
ン
ダ
国
立
博

物
館
に
設
置
し
た
。
こ
こ
に
は
植
民
地

期
以
来
の
約
三
〇
〇
〇
の
地
図
、雑
誌
、

写
真
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

ま
た
ウ
ガ
ン
ダ
基
礎
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｃ

Ｂ
Ｒ
資
料
室
は
一
九
八
七
年
に
設
置
さ

れ
た
民
間
調
査
機
関
の
付
置
図
書
館

で
、
初
代
所
長
は
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
の
現
所
長

マ
ム
ダ
ニ
教
授
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
イ
ン
ド
系
人
の
調
査
は
ウ
ガ

ン
ダ
国
内
で
は
調
べ
尽
く
す
こ
と
が
で

き
ず
、
結
局
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
図
書
館

に
残
さ
れ
て
い
る
植
民
地
期
の
商
工
名

鑑
を
め
く
り
、

イ
ン
ド
・
グ

ジ
ャ
ラ
ー
ト
の

あ
る
地
方
出
身

の
グ
ル
ー
プ
と

ゴ
ア
出
身
の
木

工
職
人
が
そ
の

技
術
と
デ
ザ
イ

ン
を
持
ち
込
ん

だ
と
分
か
っ

た
。
ま
た
ウ
ガ

ン
ダ
か
ら
国
外
退
去
し
た
イ
ン
ド
系
人

が
大
量
流
入
し
た
ロ
ン
ド
ン
郊
外
ブ
レ

ン
ト
地
区
の
イ
ー
リ
ン
グ
図
書
館
に
は

そ
の
流
入
と
定
住
に
関
す
る
資
料
が
収

集
さ
れ
て
い
た
。

　

ア
ミ
ン
独
裁
政
権
崩
壊
後
、
新
政
権

は
イ
ン
ド
人
企
業
家
の
資
産
返
還
な
ど

の
制
度
を
整
え
た
。
そ
の
結
果
一
九
八

〇
年
代
半
ば
以
降
マ
ド
バ
ニ
な
ど
財
閥

企
業
が
復
興
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
イ

ン
ド
人
木
工
技
術
者
は
帰
還
せ
ず
、
代

わ
り
に
南
ア
フ
リ
カ
と
韓
国
の
家
具
企

業
が
進
出
し
た
。
そ
し
て
ウ
ガ
ン
ダ
人

木
工
職
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
房
で
イ
ン

ド
人
技
術
者
が
残
し
た
技
術
と
デ
ザ
イ

ン
を
受
け
継
ぎ
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
ス
タ
イ

ル
の
家
具
を
つ
く
り
続
け
て
い
る
。

（
よ
し
だ　

え
い
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

ウガンダ協会図書館は国立博物館に増築して設
置された。（手前のウイングが図書室）
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